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令和1年10月28日(月)　　　　　　　　　　司会･記録：鳥谷部　久美子
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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞

・2019年度医療福祉学会開催について

日程：2019年11月3日（日）
2019年度　医療福祉学会がプログラム決定したので、詳細はWIZの掲示板を確認の事。
・創立記念祝賀会

日時：2019年11月3日(日)　18：30～21：00　(受付開始18：00)

場所：八戸プラザホテル　本館2階

正職員は、夜勤者・遅Ｃ勤務者以外参加。当日、勤務で不参加の職員は、勤務表が掲示され次第、早急に不参加届を提出の事。
・東北電気保管協会で設備点検を行うため、10/29（火）16：00～16：30停電となる。パソコン等使用できなくなるため、注意する事。

＜重要事項＞

・実地指導

10/29（火）、青森県

立ち入り検査・実地指導に向けて、書類等の確認を各自の担当利用者分に抜けが無いかチェックしていく。7月、8月分は早急に。9月10月分の期限は10/21（月）
＜研修案内＞
＜法人研修＞
第5回法人研修
日　時：11月3日（金）13：10～14：40
場　所：メンタルケア病棟4F千葉記念講堂(メモリアルホール)
テーマ：｢外国人介護人材受け入れの現状と積極的活用｣
講　師：中山　辰巳様　
　　　　　（社会福祉法人　青森社会福祉振興団　理事長）
ビデオ研修：11月11日(月)17：30～
場　所：メンタル病棟4F千葉記念講堂(メモリアルホール)

【看護グループ内研修】
・日時：11月8日（金）16：30～17：30

場所：2階会議室

テーマ：看護過程と記録について

講師：松沢JGM
＜各委員会から＞

・感染対策管理委員会より

　職員家族にインフルエンザ罹患の報告あり、利用者様に感染予防のため、うがい・手洗いの励行を促していく。白山台での感染情報もある為、スタッフも予防に努めること。

　10月23日･24日でスタッフのインフルエンザ予防接種実施。利用者様は10/21～実施可能。費用は3300円。

・接遇向上・苦情対応委員会より

「利用者様満足度アンケート」を令和元年10月1日～10月31日で実施する。各部署ごとにアンケート用紙を配布しているので、利用者様、ご家族に記入して頂く事。

＜利用者様情報＞
デイケア
・繁名　和恵　様～表情は穏やかだが、左膝の痛みがある為見て欲しいとスタッフへ話し掛けがある。左右を比較するとやはり左膝の腫れがある。整形外科の通院先を変更したいとの事でグループホーム世話人より、当院の主治医面談で相談後に受診するように促されるが、理解が乏しく、世話人へ情報確認している。その後、本人が主治医面談の日時を変更している。徐々に表情冴えなくなり、「調子が悪い。足がゾクゾクする。」と言い、静養室で休養している。休養後は自身のペースでプログラムに参加している。
・石井　幸子　様～来所してすぐにスタッフへ話し掛けがあり、携帯電話にメールが届いたが操作方法が分からないとの事。親族や知人とメールでのやり取りはないとの事で不要なメールは開かない方が良い事を伝えている。先日葬儀でデイケアを欠席したが、兄弟の配偶者との事で表情から疲労感が窺える。
・高阪　博英　様～主治医が冬季間は通所が大変である為あおぞらクリニックに通ってはどうかと話があり、可能かと確認がある。曜日が重なっていなければ、両方の利用は可能だが、月１回はあおぞらクリニックの診察が必要である事を伝えている。こちからからあおぞらクリニックに連絡し情報提供している。家族と検討後に利用するか決めるとの事。
・東海林　紀子様～本人より電話があり、昨日排卵痛のような腹痛があり、今朝は軽減したものの気分の落ち込みがあると言う。思い当たる事として、就労先での人間関係を挙げているが、具体的に話すことはなく就労先のスタッフへも相談していないとの事。相談することを勧めると、了解し終話している。

デイナイトケア
・小笠原　富治様～青風荘より情報提供あり。25日（金）は熱38℃台で経過。26日（土）、うしお内科受診し、点滴療法施行。食事はこぼしながら摂取しているため介助にて摂取している。27日（日）朝は、熱36℃台まで解熱している。また、朝食は自力摂取出来ている。日中、車椅子座位より1人で立ち上がろうとしたり、ブレーキ操作が不十分な様子が見られるため、声かけをしている。今朝は、熱38℃まで上昇している。また、数日前より、ポータブルトイレへの排泄が出来ておらず、リハパンへの失禁が目立っている。本人の尿意に合わせ、トイレ誘導するがベッドから移乗する前には、失禁していることが多い。発熱続いているため、本日デイナイトケア欠席とする。
・鈴木　真知子様～青風荘より情報提供あり。27日（日）、足洗いの促しをするが、ホールへ降りてくることはなく、スタッフが訪室し声掛けをしている。また、使用済みの尿取りパッドを押し入れに隠したり、水の入ったコップをタオルで隠しながら移動することがあり、適宜確認し声かけをしている。本日、来所直後にコップ2杯分の飲水、コーヒー1杯分を摂取しており、以降コップをスタッフ管理としている。不穏さは見られず経過している。
・岩城　敏夫　様～来所直後より、スタッフへ一方的に話し掛ける様子が見られる。絵画や自身の持っているCDについての話をしており、傾聴した後、来所時の日課を促すが、話を続けている。しばらくしても日課を行っておらず、他利用者様へ話し掛けており、スタッフが本人の氏名を呼ぶが、反応せず話を続けている。3回程氏名を呼ぶと「え？」と反応している。ミーティング中も一方的な発言が続いており、介入している。
ショートケア
特記なし。
＜グループホーム入居者様情報＞
・淡路　智恵子様～複数の封筒にお金を入れている為10/22世話人と金銭管理をしている。
服を捨てられずに自室が乱雑になっている為介入している。
・船場　幸子　様～気分の落ち込みが続いており、今朝も落ち込みが見られている。
・繁名　和恵　様～多飲水継続しており、22日四つに数回の嘔吐があったとの事。一日に何度も世話人へ連絡したり、多動な様子も継続して見られる。経過観察中。
・豊川　明男　様～体調不良によるデイケア欠席が頻回であり、10/16面談後も変化が見られない為、10/30青南病院受診同行を提案するが拒否している。
・田中　一　様　～夜間の過ごし方について、予定を詰め込みすぎて本人の就床時間が遅れている様子の為、様々助言するが変更は難しい様子がある。
・田名部　浩平様～喫煙本数が1日15本と増えている。理由は説明できず、10本に減らせないか聞くが、難しい様子だが本日から減らすとの事。
＜青明舎登録者様情報＞
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＜事例検討会＞

カンファレンスシート（成田　早希　様）

実施日：2019年10月28日（月）13：30～14：00
担当者：石田

検討内容　現状の確認と目標・計画の見直し

	氏名
	成田　早希　様
	性別
	女
	年齢
	25
	生年月日
	H4.10.15

	主病名
	非定型精神病・適応障害
	合併症
	なし

	治療方針（医師の指示）
	薬物療法･精神療法を継続して行い、症状の安定化を図る。

	本人希望
	就労継続支援Ａ型を継続させて、今後一般就労をしたい。

	家族希望
	本人の無理のないように、ゆっくり仕事を進めて欲しい。

	入院歴
	計　1　回（最終：H26.7.2～H26.10.15）

	通所歴
	1回目

※今回：H26.11.7～現在　（月1回/水曜日）

	その他サービス利用
	青明舎（不定期）

	· 住居：自宅（2階建ての一軒家）

1F部分では父が生活しており、

2Fで母、本人、妹が生活している。
	家族構成








	利用制度
	＊自立支援医療費制度　受給中(上限額: 10000円)
＊障害年金　2級（19万円程/2か月）
＊精神手帳　2級


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	就労継続支援A型の利用を継続していく。
	①自分の病気について知る。
	①自分の病気について知り、病状悪化のサインについて知る。
	①「非定型精神病」・「適応障害」の特徴について知るために、個別にて疾病教室を行う。スタッフは、本人に症状について理解してもらい、病状悪化のサインに自ら気づけるように働きかける。

	
	②減量のため運動を行う。
	②筋トレを実施して、運動をする習慣を身に付ける。
	②体重の増加をしないように、自宅での筋トレを始める。スタッフは、来所時には運動療法への参加を促す。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①自分の病気について知り、病状悪化のサインについて知る。
	・自身の病気については、前スタッフより教えてもらった内容を覚えており、病状悪化に認められる症状を理解出来ている。
・9月上旬、右手関節疼痛が生じており整形外科を受診し、腱鞘炎ではないかと説明あり。就労先での草取り作業が原因ではないかとのことで、事業所スタッフへ相談しており、自身で対処する事が出来ている。10月上旬には、疼痛は落ち着いたと話している。
・8月頃より、事業所の廃業に伴い、就労先及び環境の変化が多くあったが、精神症状での変化はなく、落ち込み等は無いと話している。また、都度スタッフへ報告している。
	・不調が生じた際には他科受診する等、自身で対処することが出来ている。また、環境の変化があった際にも大きく病状悪化することはなく、自身の考えを関係各部署に話すことが出来ている。今後も本人の考えや訴えを傾聴しつつ、就労先や事業所に関する支援を行っていく。

	②筋トレを実施して、運動をする習慣を身に付ける。
	・身体的不調が起こってから体力が低下したと感じ、自宅でストレッチ等を行っていると話している。
	可能な範囲で運動を継続できるよう支援をしていく。

	
	・10月に就労先の就労継続支援事業所A型「クローバーズ・ピア八戸南」が廃業となる。それに伴い、B型へ移行するか別事業所へ変更するか検討していた。関係各部署や事業所スタッフと話し合いを重ねていた。

・9月10日本人より電話連絡あり、就労継続支援事業所A型「ハニービー」の見学を終えてきたと報告あり。8月に開設した新規事業所であるが、「頑張ります」と前向きな様子。ハローワークへ相談し、就労準備を行う予定。
	・事業所変更や環境の変化により、身体、精神不調を起こす可能性あり。来所時や、電話連絡の際には都度状況確認を行い、助言していく。


＊本人が来所時に仕事の状況を確認していく為保留とする。
